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鹿島 (かしま)


下久 (しもひさ)堅 (かた)


鵞流峡 (がりゅうきょう)


伊那 (いな)・伊 (い)北 (ほく)


流プロ（事業効果の見える化） (2)





						対策内容 タイサク ナイヨウ		箇　所 カ ショ		工　程 コウ ホド

										短期（R3～R7年）
治水安全度：1／●→1/● タンキ ネン チスイ アンゼンド										中期（R8 ～R14 ）
治水安全度：1／●→1/● チュウキ														中長期（R15 ～R20 ）
治水安全度：1／●→1/● チュウ チョウキ

						水位低下対策 スイイ テイカ タイサク		伊那地区 イナ チク

								伊北地区 イホク チク

						堤防整備 テイボウ セイビ		南向
（上流） ミナミ ムカイ ジョウリュウ

								宮田 ミヤタ

								下平 シモタイラ

								山吹 ヤマブキ

								小和田 コワダ

								生田 イクタ

								伴野 バンノ

								飯島 イイジマ

								東春近 ヒガシ ハルチカ

						浸透対策 シントウ タイサク		東春近 ヒガシ ハルチカ

						急流対策 キュウリュウ タイサク		支川
（三峰川） シセン サンホウ カワ

								支川
（太田切川） シセン オオタギリ カワ

								天竜川 テンリュウ ガワ

						三峰川総合開発事業
（美和ダム再開発） サンホウ カワ ソウゴウ カイハツ ジギョウ ミワ サイカイハツ		天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ





R3

河道掘削

堤防整備

河道掘削

堰の改築を含む

代替案の設計、施工

1/27
二次要求の確定値提出時での資料は、
左記表から黒塗り行を削除したものを添付している

河道掘削



流域委員会用_流プロ（事業効果の見える化）





						対策内容 タイサク ナイヨウ		箇　所 カ ショ		工　程 コウ ホド

										短期（R3～R7年） タンキ ネン										中期（R8 ～R14 ） チュウキ														中長期（R15 ～R20 ） チュウ チョウキ

						水位低下対策 スイイ テイカ タイサク		伊那地区 イナ チク

								伊北地区 イホク チク

						堤防整備 テイボウ セイビ		南向
（上流） ミナミ ムカイ ジョウリュウ

								宮田 ミヤタ

								下平 シモタイラ

								山吹 ヤマブキ

								小和田 コワダ

								生田 イクタ

								伴野 バンノ

								飯島 イイジマ

								東春近 ヒガシ ハルチカ

						浸透対策 シントウ タイサク		東春近 ヒガシ ハルチカ

						急流対策 キュウリュウ タイサク		天竜川 テンリュウ ガワ

						三峰川総合開発事業
（美和ダム再開発） サンホウ カワ ソウゴウ カイハツ ジギョウ ミワ サイカイハツ		天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ
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河道掘削

堤防整備

河道掘削

堰の改築を含む

代替案の設計、施工

1/27
二次要求の確定値提出時での資料は、
左記表から黒塗り行を削除したものを添付している

河道掘削



×流プロ（事業効果の見える化）改





						区分 クブン		対策内容 タイサク ナイヨウ		箇　所 カ ショ		工　程 コウ ホド

												短期（R3～R7年）
治水安全度：1／●→1/● タンキ ネン チスイ アンゼンド										中期（R8 ～R14 ）
治水安全度：1／●→1/● チュウキ														中長期（R15 ～R20 ）
治水安全度：1／●→1/● チュウ チョウキ

								水位低下対策 スイイ テイカ タイサク		伊那地区 イナ チク

										伊北地区 イホク チク

								堤防整備 テイボウ セイビ		南向➂
（上流） ミナミ ムカイ ジョウリュウ

								堤防整備 テイボウ セイビ		山吹 ヤマブキ

								堤防整備 テイボウ セイビ		東春近 ヒガシ ハルチカ

								堤防整備 テイボウ セイビ		伊那地区 イナ チク

								堤防整備 テイボウ セイビ		西春近 ニシハルチカ

								堤防整備 テイボウ セイビ		東伊那 ヒガシイナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防整備 テイボウ セイビ		宮田 ミヤタ

								堤防整備 テイボウ セイビ		中沢 ナカサワ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防整備 テイボウ セイビ		下平② シモタイラ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防整備 テイボウ セイビ		下平① シモタイラ

								堤防整備 テイボウ セイビ		日曽利 ニッソリ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防整備 テイボウ セイビ		飯島 イイジマ								設計／用地取得 セッケイ ヨウチ シュトク

								堤防整備 テイボウ セイビ		飯島② イイジマ		整備計画変更時に追加検討（住まい方の工夫で対応含む） セイビ ケイカク ヘンコウジ ツイカ ケントウ ス カタ クフウ タイオウ フク

								堤防整備 テイボウ セイビ		飯島① イイジマ		整備計画変更時に追加検討（住まい方の工夫で対応含む）
リニア残土による盤上げで、堤防整備での保全は不要となる可能性あり セイビ ケイカク ヘンコウジ ツイカ ケントウ ス カタ クフウ タイオウ フク

								堤防整備 テイボウ セイビ		飯沼 イイヌマ		リニア残土の動向を伺う(リニア残土受入予定、保全家屋が移転等の可能性あり) ザンド ドウコウ ウカガ

								堤防整備 テイボウ セイビ		小和田 コワダ		関係者との調整
方針決定 カンケイシャ チョウセイ ホウシン ケッテイ

								堤防整備 テイボウ セイビ		南向②
（中流） ミナミ ムカイ チュウリュウ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防整備 テイボウ セイビ		南向①
（下流） ミナミ ムカイ カリュウ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防整備 テイボウ セイビ		大島 オオシマ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防整備 テイボウ セイビ		生田 イクタ				設計／用地 セッケイ ヨウチ

								堤防整備 テイボウ セイビ		市田 イチダ		整備計画変更時に追加検討（住まい方の工夫で対応含む） セイビ ケイカク ヘンコウ ドキ ツイカ ケントウ ス カタ クフウ タイオウ フク

								堤防整備 テイボウ セイビ		伴野 バンノ				設計／用地 セッケイ ヨウチ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		下久堅 シモヒサカタ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								支川対策 シセン タイサク		三峰川
太田切川
横川川 サンホウ カワ オオタギリ カワ ヨコカワ カワ

								急流対策 キュウリュウ タイサク		天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ

								三峰川総合開発事業
（美和ダム再開発） サンホウ カワ ソウゴウ カイハツ ジギョウ ミワ サイカイハツ		三峰川上流 サンホウ カワ ジョウリュウ









R3

河道掘削

堤防整備

河道掘削

3/3
地区毎から内容毎に修正

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策（国）

令和5年度で完了予定



もと

		水系流域治水プロジェクト【ロードマップ】

		区分 クブン		対策内容 タイサクナイヨウ		河川名 カセンメイ		左右岸 サユウガン		区間 クカン				距離標 キョリヒョウ		完了
済or未 カンリョウ スミ ミ

				水位低下対策（河道掘削）		天竜川 テンリュウガワ		左岸 サガン		下久堅 シモヒサカタ		飯田市下久堅南原～飯田市下久堅知久平		143.8k付近～144.6k付近		済 スミ

										生田 イクタ		下伊那郡松川町生田 		161.1k付近～161.4k付近 		未

										東伊那 ヒガシイナ		駒ヶ根市東伊那 		182.8k付近～183.3k付近 		未

										狐島・野底・福与 キツネジマ		伊那市伊那部 ～上伊那郡箕輪町大字三日町 		193.5k付近～200.9k付近 		未

										中村・荒神山		上伊那郡箕輪町大字東箕輪 ～上伊那郡辰野町大字平出 		205.1k付近～212.8k付近 		未

						横川川 ヨコカワガワ		左岸 サガン		荒神山 コウジンヤマ		上伊那郡辰野町大字辰野 		0.0k付近～0.2k付近 		未

				水位低下対策（樹木伐開）		天竜川 テンリュウガワ		左岸 サガン		下久堅 シモヒサカタ		飯田市下久堅南原 ～飯田市下久堅知久平 		143.8k付近～145.0k付近		未

										生田 イクタ		下伊那郡松川町生田 		161.2k付近～161.4k付近		未

										東伊那 ヒガシイナ		駒ヶ根市東伊那 		182.8k付近～183.0k付近		未

				水位低下対策（堰・橋梁の改築等）		天竜川 テンリュウガワ		左右岸 サユウガン		下久堅・松尾 シモヒサカタ		左岸（飯田市下久堅南原）
右岸（飯田市駄科） 		143.8k付近　南原橋の改築 		未

										南向 ミナカタ		左岸（上伊那郡中川村葛島） 
右岸（上伊那郡中川村片桐） 		164.2k付近　天の中川橋の改築 		済 スミ

										東伊那・宮田 ヒガシイナ		左岸（駒ヶ根市東伊那） 
右岸（上伊那郡宮田村大久保） 		183.2k付近　大久保橋の改築 		事業中 ジギョウチュウ

										狐島・西町 キツネジマ		左岸（伊那市伊那部） 
右岸（伊那市伊那） 		193.8k付近　伊那大橋の補強 		済 スミ

												左岸（伊那市伊那部） 
右岸（伊那市伊那） 		195.2k付近　水神橋の補強 		済 スミ

										野底・南箕輪 ノソコ		左岸（伊那市伊那部） 
右岸（上伊那郡南箕輪村田畑） 		196.8k付近　明神橋の補強 		済 スミ

										長岡・箕輪 ナガオカ		左岸（上伊那郡箕輪町大字東箕輪）
右岸（上伊那郡箕輪町大字中箕輪）		205.2k付近　大阪井堰の改築  		未

												左岸（上伊那郡箕輪町大字東箕輪）
右岸（上伊那郡箕輪町大字中箕輪）		206.4k付近　中井用水堰の改築 		未

										長岡・新町 ナガオカ		左岸（上伊那郡箕輪町大字東箕輪）
右岸（上伊那郡辰野町大字伊那富）		208.0k付近　上河原井堰の改築 		未

										荒神山・新町 コウジンヤマ		左岸（上伊那郡辰野町大字樋口）
右岸（上伊那郡辰野町大字伊那富）		209.4k付近　羽場下井堰の改築  		未

												左岸（上伊那郡辰野町大字平出）
右岸（上伊那郡辰野町大字伊那富）		212.4k付近　城前橋の改築 		済 スミ

												左岸（上伊那郡辰野町大字平出）
右岸（上伊那郡辰野町大字辰野）		212.8k付近　昭和橋の補強 		未

						横川川 ヨコカワガワ		左右岸 サユウガン		新町 シンマチ		左岸（上伊那郡辰野町大字辰野）
右岸（上伊那郡辰野町大字伊那富）		0.0k付近 　床止の改築 		未

				堤防強化（堤防整備）		天竜川 テンリュウガワ		左岸 サガン		平岡 ヒラオカ		下伊那郡天龍村平岡		113.6k付近～113.8k付近		未

										下久堅 シモヒサカタ		飯田市下久堅知久平 		144.2k付近～144.8k付近		済 スミ

														145.2k付近～145.6k付近		未

												飯田市下久堅下虎岩 		145.8k付近～146.0k付近		未

										伊久間 イクマ		下伊那郡喬木村阿島 		149.6k付近～149.8k付近		未

														150.8k付近～151.3k付近		一部済 イチブ スミ

										伴野 トモノ		下伊那郡豊丘村大字神稲 		151.8k付近～152.6k付近		未

														153.0k付近～153.7k付近		未

										河野 カワノ				153.9k付近～154.1k付近		未

										河野 カワノ		下伊那郡豊丘村大字河野 		154.8k付近～155.2k付近		未

														157.0k付近～157.4k付近		未

										生田 イクタ		下伊那郡松川町生田 		158.5k付近～159.2k付近		未

										南向 ミナカタ		上伊那郡中川村葛島 		161.6k付近～161.8k付近		未

														161.8k付近～164.2k付近		未

														164.2k付近～165.2k付近		事業中 ジギョウチュウ

										飯沼 イイヌマ		上伊那郡中川村大草 		169.0k付近～169.5k付近		未

										日曽利 ヒッソリ		上伊那郡飯島町日曽利 		172.2k付近～173.2k付近		未

										東春近 ヒガシハルチカ		伊那市東春近 		185.7k付近～188.6k付近		未

										東春近 ヒガシハルチカ		伊那市伊那部 		188.6k付近～191.0k付近		未

										狐島 キツネジマ				191.4k付近～191.5k付近		済 スミ

														191.9k付近～192.4k付近		未

										狐島・野底				194.4k付近～196.9k付近		未

										野底 ノソコ		伊那市福島 		197.3k付近～198.8k付近		未

										福与 フクヨ		上伊那郡箕輪町大字三日町 		201.0k付近～202.0k付近		未

										長岡 ナガオカ		上伊那郡箕輪町大字中箕輪～上伊那郡箕輪町大字東箕輪 		203.6k付近～204.2k付近		未

										荒神山 コウジンヤマ		上伊那郡辰野町大字平出 		212.3k付近～212.5k付近		済 スミ

						太田切川 		左岸 サガン		大久保・大田切 オオクボ オオタギリ		上伊那郡宮田村大久保～上伊那郡宮田村大田切 		0.8k付近～2.0k付近 		未

						三峰川 		左岸 サガン		富県 トミケン		伊那市富県 		5.8k付近～6.0k付近 		未

										高遠町小原 タカトオ マチ コハラ		伊那市高遠町小原 		9.5k付近～9.8k付近 		未

						横川川 		左岸 サガン		新町 シンマチ		上伊那郡辰野町大字伊那富 		0.0k付近～0.2k付近 		未

				堤防強化（浸透対策）		天竜川 テンリュウガワ		左岸 サガン		飯沼 イイヌマ		上伊那郡中川村大草 		169.6k付近～170.2k付近		済 スミ

										東春近 ヒガシハルチカ		伊那市東春近 		187.2k付近～187.8k付近		未

				洪水時の急流対策		天竜川 テンリュウガワ		左岸 サガン		龍江 タツエ		飯田市龍江 		139.6k付近～141.8k付近		未

										下久堅 シモヒサカタ		飯田市下久堅知久平 		144.8k付近 		済 スミ

												飯田市下久堅下虎岩 		145.8k付近～146.2k付近		未

										伊久間 イクマ		下伊那郡喬木村阿島 		150.6K付近～150.8K付近		済 スミ

										伴野 トモノ		下伊那郡豊丘村大字神稲 		152.6k付近～152.8k付近		済 スミ

														153.6k付近～153.7k付近		済 スミ

										河野 カワノ		下伊那郡豊丘村大字河野 		157.4k付近 		済 スミ

										生田 イクタ		下伊那郡松川町生田 		158.5k付近～158.8k付近		済 スミ

														160.5k付近～160.7k付近		済 スミ

										中沢 ナカザワ		駒ヶ根市中沢 		180.2k付近～180.4k付近		済 スミ

						三峰川 		左岸 サガン		高遠町上山田 		伊那市高遠町上山田 		6.1k付近～6.4k付近 		未

				水位低下対策（河道掘削）		天竜川 テンリュウガワ		右岸 ウガン		松尾 マツオ		飯田市長野原		143.4k付近		未

												飯田市駄科～飯田市松尾清水 		143.8k付近～144.6k付近 		未

										大島 オオシマ		下伊那郡松川町元大島 		161.1k付近～161.4k付近 		未

										宮田 ミヤダ		上伊那郡宮田村大久保 		182.8k付近～183.3k付近 		未

										西町・南箕輪・木下・箕輪 ニシマチ		伊那市伊那 ～上伊那郡箕輪町大字中箕輪 		193.5k付近～200.9k付近 		未

										箕輪・新町		上伊那郡箕輪町大字中箕輪 ～上伊那郡辰野町大字伊那富 		205.1k付近～212.8k付近 		未

						横川川 ヨコカワガワ		右岸 ウガン		新町 シンマチ		上伊那郡辰野町大字伊那富 		0.0k付近～0.2k付近 		未

				水位低下対策（樹木伐開）		天竜川 テンリュウガワ		右岸 ウガン		松尾 マツオ		飯田市駄科 ～飯田市松尾清水 		143.8k付近～145.0k付近		未

										大島 オオシマ		下伊那郡松川町元大島 		161.2k付近～161.4k付近		未

										宮田 ミヤダ		上伊那郡宮田村大久保 		182.8k付近～183.0k付近		未

				水位低下対策（引堤）		天竜川 テンリュウガワ		右岸 ウガン		大島 オオシマ		下伊那郡松川町元大島 		161.0k付近～161.4k付近 		未

										宮田 ミヤダ		上伊那郡宮田村大久保 		183.0k付近～183.2k付近 		済 スミ

				水位低下対策（樋門の改築）		天竜川 テンリュウガワ		右岸 ウガン		大島 オオシマ		下伊那郡松川町元大島 		161.2k付近 　産業廃棄物処理用排水管の改築 		未

										宮田 ミヤダ		上伊那郡宮田村大久保 		183.0k付近 　宮田排水ひ管の改築 		済 スミ

												上伊那郡宮田村大久保 		183.0k付近 　大井用水樋門の改築 		済 スミ

				堤防強化（堤防整備）		天竜川 テンリュウガワ		右岸 ウガン		天竜 テンリュウ		下伊那郡天龍村長島 		113.2k付近～113.6k付近		未

										上郷 カミサト		飯田市上郷別府 		147.8k付近～148.0k付近		未

										市田 イチダ		下伊那郡高森町下市田 		153.4k付近～153.8k付近		未

										山吹 ヤマブキ		下伊那郡高森町山吹 		155.7k付近～157.0k付近		一部事業中 イチブ ジギョウチュウ

										大島 オオシマ				157.5k付近～157.6k付近		未

										大島 オオシマ		下伊那郡松川町元大島 		160.6k付近～161.0k付近		未

										小和田 コワダ		上伊那郡中川村片桐 		166.7k付近～167.6k付近		未

										飯島 イイジマ		上伊那郡飯島町田切 		175.2k付近～176.3k付近		未

										宮田 ミヤダ		上伊那郡宮田村大久保 		182.8k付近～183.0k付近		済 スミ

														184.0k付近～184.3k付近		未

										西春近 ニシハルチカ		上伊那郡宮田村中越～伊那市西春近 		185.5k付近～187.8k付近		未

										西春近 ニシハルチカ		伊那市西春近 		188.2k付近～188.6k付近		未

														189.2k付近～189.5k付近		未

										西町 ニシマチ		伊那市伊那 		194.3k付近～195.6k付近		未

										南箕輪・木下・箕輪 ミナミミノワ		上伊那郡南箕輪村北殿～上伊那郡箕輪町大字三日町 		198.4k付近～202.1k付近		未

										箕輪 ミノワ		上伊那郡箕輪町大字中箕輪 		203.6k付近～203.9k付近		未

														205.6k付近～206.0k付近		済 スミ

										新町 シンマチ		上伊那郡辰野町大字伊那富 		211.2k付近～212.5k付近		未

												上伊那郡辰野町大字辰野 		212.8k付近 		未

						小渋川 		右岸 ウガン		中川村葛島		上伊那郡中川村葛島 		0.0k付近～0.4k付近 		未

						太田切川 		右岸 ウガン		下平・赤穂 		駒ヶ根市下平～駒ヶ根市赤穂 		0.8k付近～2.0k付近 		未

				堤防強化（浸透対策）		天竜川 テンリュウガワ		右岸 ウガン		松尾・上郷 マツオ		飯田市松尾清水～飯田市松尾新井 		144.6k付近～147.7k付近		済 スミ

										山吹 ヤマブキ		下伊那郡高森町山吹 		156.0k付近～156.6k付近		済 スミ

				洪水時の急流対策		天竜川 テンリュウガワ		右岸 ウガン		川路 カワジ		飯田市川路～飯田市時又 		139.6k付近～141.6k付近		未

										松尾 マツオ		飯田市松尾清水 		145.0k付近～145.2k付近		未

										松尾・上郷 マツオ		飯田市松尾明～飯田市松尾新井 		145.7k付近～147.7k付近		未

										上郷 カミサト		飯田市上郷別府 		147.8k付近～148.0k付近		済 スミ

										市田 イチダ		下伊那郡高森町下市田 		151.2k付近～151.5k付近		済 スミ

														153.4k付近～153.6k付近		未

										大島 オオシマ		下伊那郡松川町元大島 		159.6k付近～160.4k付近		済 スミ

														160.8k付近～161.4k付近		未

										小和田 コワダ		上伊那郡中川村片桐 		167.0k付近～167.2k付近		済 スミ

										下平 シモダイラ		駒ヶ根市下平 		179.6k付近～179.8k付近		済 スミ

										宮田 ミヤダ		上伊那郡宮田村大久保 		182.8k付近～183.2k付近		未

										西春近 ニシハルチカ		伊那市西春近 		188.2k付近～188.6k付近		未

														189.3k付近～189.5k付近		未

														189.8k付近～190.0k付近		済 スミ

														190.2k付近～190.4k付近		済 スミ

						太田切川 		右岸 ウガン		下平・赤穂 		駒ヶ根市下平～駒ヶ根市赤穂 		0.6k付近～1.1k付近 		未





流プロ（事業効果の見える化）





						箇　所 カ ショ		対策内容 タイサク ナイヨウ		施工中
（R3年） セコウ チュウ ネン		備　考 ビ コウ		工　程 コウ ホド

														短期（R3～R7年）
治水安全度：1／●→1/● タンキ ネン チスイ アンゼンド										中期（R8 ～R14 ）
治水安全度：1／●→1/● チュウキ														中長期（R15 ～R20 ）
治水安全度：1／●→1/● チュウ チョウキ

						伊北地区 イホク チク		堰の改築 セキ カイチク				・農業用固定堰の改築等を行い、河道掘削と堤防整備等を実施予定
・固定堰の改築等に向けて、協議会を立ち上げた（R3年度） カイチク トウ カイチク トウ キョウギカイ タ ア ネン ド		代替案の決定
（組合との協議） ダイタイアン ケッテイ クミアイ キョウギ

								河道掘削 カドウ クッサク

						伊那地区 イナ チク		堤防整備
橋梁補強 テイボウ セイビ キョウリョウ ホキョウ		〇		・河道掘削と堤防整備
・予備設計等で大まかな方針を検討する必要あり
・河道掘削のみを先行して実施
・市街地であり用地取得が困難 カドウ クッサク テイボウ セイビ ヨビ セッケイ トウ オオ ホウシン ケントウ ヒツヨウ カドウ クッサク センコウ ジッシ シガイチ ヨウチ シュトク コンナン		設計／用地取得 セッケイ ヨウチ シュトク

								河道掘削 カドウ クッサク

						東春近② ヒガシ ハルチカ		河道掘削 カドウ クッサク								設計／用地取得 セッケイ ヨウチ シュトク

						東春近① ヒガシ ハルチカ		堤防強化 テイボウ キョウカ				・開口部
・ほ場整備事業先行 カイコウブ ジョウ セイビ ジギョウ センコウ		地元希望で事業先送り / 開口部で有り優先順位は低い / 住まい方の工夫が必要 ジモト キボウ ジギョウ サキオク カイコウブ ア ユウセン ジュンイ ヒク ヒツヨウ

						西春近 ニシハルチカ		堤防強化 テイボウ キョウカ				・開口部
・背後地に会社が1件 カイコウブ ハイゴチ カイシャ イッケン		開口部で有り優先順位は低い / 住まい方の工夫が必要 カイコウブ ア ユウセン ジュンイ ヒク

						東伊那 ヒガシイナ						・資産無し シサン ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

						宮田 ミヤタ		堤防強化 テイボウ キョウカ				・橋梁架替（県）に合わせて引堤 キョウリョウ カ カ ケン ア ヒキテイ		長野県
施工 ナガノケン セコウ		用地 ヨウチ

						中沢 ナカサワ						・開口部、資産無し カイコウブ シサン ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

						下平② シモタイラ						・開口部、資産無し カイコウブ シサン ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

						下平① シモタイラ		堤防強化 テイボウ キョウカ				・メニューあり
・家屋数軒あり（浸水時孤立） カオク スウケン シンスイ ジ コリツ				設計／用地取得 セッケイ ヨウチ シュトク

						日曽利 ニッソリ						・人家無し ジンカ ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

				飯島③		飯島 イイジマ		堤防強化 テイボウ キョウカ				・砂防事業と連携して実施 サボウ ジギョウ レンケイ ジッシ								設計／用地取得 セッケイ ヨウチ シュトク

						飯島② イイジマ		堤防強化 テイボウ キョウカ				・メニュー無し
・家屋数軒あり ナ カオク スウケン		整備計画変更時に追加検討（住まい方の工夫で対応含む） セイビ ケイカク ヘンコウジ ツイカ ケントウ ス カタ クフウ タイオウ フク

						飯島① イイジマ		堤防強化 テイボウ キョウカ				・メニュー無し
・家屋が数軒ある ナ カオク スウケン		整備計画変更時に追加検討（住まい方の工夫で対応含む）
リニア残土による盤上げで、堤防整備での保全は不要となる可能性あり セイビ ケイカク ヘンコウジ ツイカ ケントウ ス カタ クフウ タイオウ フク

						飯沼 イイヌマ		堤防強化 テイボウ キョウカ				・メニューあり
・家屋数軒あり カオク スウケン		リニア残土の動向を伺う(リニア残土受入予定、保全家屋が移転等の可能性あり) ザンド ドウコウ ウカガ

						小和田 コワダ		堤防強化 テイボウ キョウカ				・リニア残土受入地
・整備方針を協議中 ザンド ウケイレチ セイビ ホウシン キョウギチュウ		関係者との調整
方針決定 カンケイシャ チョウセイ ホウシン ケッテイ

						南向➂
（上流） ミナミ ムカイ ジョウリュウ		堤防強化 テイボウ キョウカ		〇		・工場あり
・リニア残土受け入れ予定 コウジョウ ザンド ウ イ ヨテイ

						南向②
（中流） ミナミ ムカイ チュウリュウ						・資産が無いので見送り
・リニア残土受け入れ予定 シサン ナ ミオク ザンド ウ イ ヨテイ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

						南向①
（下流） ミナミ ムカイ カリュウ						・民家はあるが、移転を含む住まい方の工夫を検討 ミンカ イテン フク ス カタ クフウ ケントウ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

						大島 オオシマ						・資産無し、メニュー無し シサン ナ ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

						生田 イクタ		堤防強化 テイボウ キョウカ				・背後地に資産有（工業団地）、優先順位高い シサン ア コウギョウ ダンチ				設計／用地 セッケイ ヨウチ

						山吹 ヤマブキ		堤防強化 テイボウ キョウカ		〇		・施工中～Ｒ８まで
・高森町のかわまち事業と連携
・国体のカヌー誘致（R9） セコウ チュウ タカモリ マチ ジギョウ レンケイ コクタイ ユウチ

						市田 イチダ		堤防強化 テイボウ キョウカ				・整備計画上、メニュー無し セイビ ケイカクジョウ ナ		整備計画変更時に追加検討（住まい方の工夫で対応含む） セイビ ケイカク ヘンコウ ドキ ツイカ ケントウ ス カタ クフウ タイオウ フク

						伴野 バンノ		堤防強化 テイボウ キョウカ				・背後地に資産有（家屋、道の駅、保育園等）、優先順位高い ハイゴチ シサン ア カオク ミチ エキ ホイクエン トウ ユウセン ジュンイ タカ				設計／用地 セッケイ ヨウチ

						下久堅 シモヒサカタ		堤防強化 テイボウ キョウカ				・水神橋上流（左岸）の浸水は骨材プラントのみ、優先度は低い スイジンバシ ジョウリュウ サガン シンスイ コツザイ ユウセンド ヒク		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

						支川
（三峰川） シセン サンホウ カワ		堤防整備 テイボウ セイビ				・出水により急速に河床低下した場合は適宜実施 イズミ キュウソク カショウ テイカ バアイ テキギ ジッシ

						支川
（太田切川） シセン オオタギリ カワ		堤防整備 テイボウ セイビ				・出水により急速に河床低下した場合は適宜実施 イズミ キュウソク カショウ テイカ バアイ テキギ ジッシ

						天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ		急流対策 キュウリュウ タイサク				天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ

						天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ		ダム再開発・
ダム施設改良 シセツ カイリョウ				天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ

						天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ		砂防堰堤等の整備 サボウ エンテイ トウ セイビ				天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ

						流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン		公共下水道の整備 コウキョウ ゲスイドウ セイビ				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン

						流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン		雨水貯留施設等の整備 ウスイ チョリュウ シセツ トウ セイビ				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン



						流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン		住まい方の工夫に関する取組 ス カタ クフウ カン トリクミ				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン



						流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン		要配慮者利用施設における避難確保計画の作成と訓練の推進				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン

						流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン		水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組 スイボウ カツドウ コウリツカ オヨ スイボウ タイセイ キョウカ カン トリクミ				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン
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二次要求の確定値提出時での資料は、
左記表から黒塗り行を削除したものを添付している



流プロのフロー（全体版） (二次要求LAST) (2)





						区　分 ク ブン		対策内容 タイサク ナイヨウ		区　間
（朱書きは短期実施） ク アイダ シュガ タンキ ジッシ		施工中
（R3年） セコウ チュウ ネン		備　考 ビ コウ		工　程 コウ ホド

																短期（R3～R7年） タンキ ネン										中期（R8 ～R14 ） チュウキ														中長期（R15 ～R20 ） チュウ チョウキ

						氾濫をできるだけ防ぐ・減らすため対策		堰の改築 セキ カイチク		伊北地区 イホク チク				・農業用固定堰の改築等を行い、河道掘削と堤防整備等を実施予定
・固定堰の改築等に向けて、協議会を立ち上げた（R3年度） カイチク トウ カイチク トウ キョウギカイ タ ア ネン ド		代替案の決定
（組合との協議） ダイタイアン ケッテイ クミアイ キョウギ

								河道掘削 カドウ クッサク

								堤防整備
橋梁補強 テイボウ セイビ キョウリョウ ホキョウ		伊那地区 イナ チク		〇		・河道掘削と堤防整備
・予備設計等で大まかな方針を検討する必要あり
・河道掘削のみを先行して実施
・市街地であり用地取得が困難 カドウ クッサク テイボウ セイビ ヨビ セッケイ トウ オオ ホウシン ケントウ ヒツヨウ カドウ クッサク センコウ ジッシ シガイチ ヨウチ シュトク コンナン		設計／用地取得 セッケイ ヨウチ シュトク

								河道掘削 カドウ クッサク

								河道掘削 カドウ クッサク		東春近② ヒガシ ハルチカ								設計／用地取得 セッケイ ヨウチ シュトク

								堤防強化 テイボウ キョウカ		東春近① ヒガシ ハルチカ				・開口部
・ほ場整備事業先行 カイコウブ ジョウ セイビ ジギョウ センコウ		地元希望で事業先送り / 開口部で有り優先順位は低い / 住まい方の工夫が必要 ジモト キボウ ジギョウ サキオク カイコウブ ア ユウセン ジュンイ ヒク ヒツヨウ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		西春近 ニシハルチカ				・開口部
・背後地に会社が1件 カイコウブ ハイゴチ カイシャ イッケン		開口部で有り優先順位は低い / 住まい方の工夫が必要 カイコウブ ア ユウセン ジュンイ ヒク

										東伊那 ヒガシイナ				・資産無し シサン ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		宮田 ミヤタ				・橋梁架替（県）に合わせて引堤 キョウリョウ カ カ ケン ア ヒキテイ		長野県
施工 ナガノケン セコウ		用地 ヨウチ

										中沢 ナカサワ				・開口部、資産無し カイコウブ シサン ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

										下平② シモタイラ				・開口部、資産無し カイコウブ シサン ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		下平① シモタイラ				・メニューあり
・家屋数軒あり（浸水時孤立） カオク スウケン シンスイ ジ コリツ				設計／用地取得 セッケイ ヨウチ シュトク

										日曽利 ニッソリ				・人家無し ジンカ ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		飯島③ イイジマ				・砂防事業と連携して実施 サボウ ジギョウ レンケイ ジッシ								設計／用地取得 セッケイ ヨウチ シュトク

								堤防強化 テイボウ キョウカ		飯島② イイジマ				・メニュー無し
・家屋数軒あり ナ カオク スウケン		整備計画変更時に追加検討（住まい方の工夫で対応含む） セイビ ケイカク ヘンコウジ ツイカ ケントウ ス カタ クフウ タイオウ フク

								堤防強化 テイボウ キョウカ		飯島① イイジマ				・メニュー無し
・家屋が数軒ある ナ カオク スウケン		整備計画変更時に追加検討（住まい方の工夫で対応含む）
リニア残土による盤上げで、堤防整備での保全は不要となる可能性あり セイビ ケイカク ヘンコウジ ツイカ ケントウ ス カタ クフウ タイオウ フク

								堤防強化 テイボウ キョウカ		飯沼 イイヌマ				・メニューあり
・家屋数軒あり カオク スウケン		リニア残土の動向を伺う(リニア残土受入予定、保全家屋が移転等の可能性あり) ザンド ドウコウ ウカガ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		小和田 コワダ				・リニア残土受入地
・整備方針を協議中 ザンド ウケイレチ セイビ ホウシン キョウギチュウ		関係者との調整
方針決定 カンケイシャ チョウセイ ホウシン ケッテイ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		南向➂
（上流） ミナミ ムカイ ジョウリュウ		〇		・工場あり
・リニア残土受け入れ予定 コウジョウ ザンド ウ イ ヨテイ

										南向②
（中流） ミナミ ムカイ チュウリュウ				・資産が無いので見送り
・リニア残土受け入れ予定 シサン ナ ミオク ザンド ウ イ ヨテイ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

										南向①
（下流） ミナミ ムカイ カリュウ				・民家はあるが、移転を含む住まい方の工夫を検討 ミンカ イテン フク ス カタ クフウ ケントウ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

										大島 オオシマ				・資産無し、メニュー無し シサン ナ ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		生田 イクタ				・背後地に資産有（工業団地）、優先順位高い シサン ア コウギョウ ダンチ				設計／用地 セッケイ ヨウチ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		山吹 ヤマブキ		〇		・施工中～Ｒ８まで
・高森町のかわまち事業と連携
・国体のカヌー誘致（R9） セコウ チュウ タカモリ マチ ジギョウ レンケイ コクタイ ユウチ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		市田 イチダ				・整備計画上、メニュー無し セイビ ケイカクジョウ ナ		整備計画変更時に追加検討（住まい方の工夫で対応含む） セイビ ケイカク ヘンコウ ドキ ツイカ ケントウ ス カタ クフウ タイオウ フク

								堤防強化 テイボウ キョウカ		伴野 バンノ				・背後地に資産有（家屋、道の駅、保育園等）、優先順位高い ハイゴチ シサン ア カオク ミチ エキ ホイクエン トウ ユウセン ジュンイ タカ				設計／用地 セッケイ ヨウチ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		下久堅 シモヒサカタ				・水神橋上流（左岸）の浸水は骨材プラントのみ、優先度は低い スイジンバシ ジョウリュウ サガン シンスイ コツザイ ユウセンド ヒク		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防整備 テイボウ セイビ		支川
（三峰川） シセン サンホウ カワ				・出水により急速に河床低下した場合は適宜実施 イズミ キュウソク カショウ テイカ バアイ テキギ ジッシ

								堤防整備 テイボウ セイビ		支川
（太田切川） シセン オオタギリ カワ				・出水により急速に河床低下した場合は適宜実施 イズミ キュウソク カショウ テイカ バアイ テキギ ジッシ

								急流対策 キュウリュウ タイサク		天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ				天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ

								ダム再開発・
ダム施設改良 シセツ カイリョウ		天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ				天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ

								砂防堰堤等の整備 サボウ エンテイ トウ セイビ		天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ				天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ

								公共下水道の整備 コウキョウ ゲスイドウ セイビ		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン

								雨水貯留施設等の整備 ウスイ チョリュウ シセツ トウ セイビ		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン



						被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク		住まい方の工夫に関する取組 ス カタ クフウ カン トリクミ		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン



						被害の軽減、
早期復旧、
復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク		要配慮者利用施設における避難確保計画の作成と訓練の推進		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン

								水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組 スイボウ カツドウ コウリツカ オヨ スイボウ タイセイ キョウカ カン トリクミ		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン
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二次要求の確定値提出時での資料は、
左記表から黒塗り行を削除したものを添付している



流プロのフロー（全体版） (二次要求LAST)



						区　分 ク ブン		対策内容 タイサク ナイヨウ		区　間
（朱書きは短期実施） ク アイダ シュガ タンキ ジッシ		施工中
（R3年） セコウ チュウ ネン		備　考 ビ コウ		工　程 コウ ホド

																短期（R3～R7年） タンキ ネン										中期（R8 ～R14 ） チュウキ														中長期（R15 ～R20 ） チュウ チョウキ

						氾濫をできるだけ防ぐ・減らすため対策		堰の改築 セキ カイチク		伊北地区 イホク チク				・農業用固定堰の撤去を行い、河道掘削と堤防整備等を実施予定
・固定堰の撤去に向けて、長期の地元調整が予想される チョウキ ジモト チョウセイ ヨソウ		代替案の決定
（組合との協議） ダイタイアン ケッテイ クミアイ キョウギ

								河道掘削 カドウ クッサク

								堤防整備
橋梁補強 テイボウ セイビ キョウリョウ ホキョウ		伊那地区 イナ チク		〇		・河道掘削と堤防整備
・予備設計等で大まかな方針を検討する必要あり
・河道掘削のみを先行して実施
・市街地であり用地取得が困難 カドウ クッサク テイボウ セイビ ヨビ セッケイ トウ オオ ホウシン ケントウ ヒツヨウ カドウ クッサク センコウ ジッシ シガイチ ヨウチ シュトク コンナン		設計／用地取得 セッケイ ヨウチ シュトク

								河道掘削 カドウ クッサク

								河道掘削 カドウ クッサク		東春近② ヒガシ ハルチカ								設計／用地取得 セッケイ ヨウチ シュトク

								堤防強化 テイボウ キョウカ		東春近① ヒガシ ハルチカ				・開口部
・ほ場整備事業先行 カイコウブ ジョウ セイビ ジギョウ センコウ		地元希望で事業先送り / 開口部で有り優先順位は低い / 住まい方の工夫が必要 ジモト キボウ ジギョウ サキオク カイコウブ ア ユウセン ジュンイ ヒク ヒツヨウ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		西春近 ニシハルチカ				・開口部
・背後地に会社が1件 カイコウブ ハイゴチ カイシャ イッケン		開口部で有り優先順位は低い / 住まい方の工夫が必要 カイコウブ ア ユウセン ジュンイ ヒク

										東伊那 ヒガシイナ				・資産無し シサン ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		宮田 ミヤタ				・橋梁架替（県）に合わせて引堤 キョウリョウ カ カ ケン ア ヒキテイ		長野県
施工 ナガノケン セコウ		用地 ヨウチ

										中沢 ナカサワ				・開口部、資産無し カイコウブ シサン ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

										下平② シモタイラ				・開口部、資産無し カイコウブ シサン ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		下平① シモタイラ				・メニューあり
・家屋数軒あり（浸水時孤立） カオク スウケン シンスイ ジ コリツ				設計／用地取得 セッケイ ヨウチ シュトク

										日曽利 ニッソリ				・人家無し ジンカ ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		飯島③ イイジマ				・砂防事業と連携して実施 サボウ ジギョウ レンケイ ジッシ								設計／用地取得 セッケイ ヨウチ シュトク

								堤防強化 テイボウ キョウカ		飯島② イイジマ				・メニュー無し
・家屋数軒あり ナ カオク スウケン		整備計画変更時に追加検討（住まい方の工夫で対応含む） セイビ ケイカク ヘンコウジ ツイカ ケントウ ス カタ クフウ タイオウ フク

								堤防強化 テイボウ キョウカ		飯島① イイジマ				・メニュー無し
・家屋が数軒ある ナ カオク スウケン		整備計画変更時に追加検討（住まい方の工夫で対応含む）
リニア残土による盤上げで、堤防整備での保全は不要となる可能性あり セイビ ケイカク ヘンコウジ ツイカ ケントウ ス カタ クフウ タイオウ フク

								堤防強化 テイボウ キョウカ		飯沼 イイヌマ				・メニューあり
・家屋数軒あり カオク スウケン		リニア残土の動向を伺う(リニア残土受入予定、保全家屋が移転等の可能性あり) ザンド ドウコウ ウカガ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		小和田 コワダ				・リニア残土受入地
・整備方針を協議中 ザンド ウケイレチ セイビ ホウシン キョウギチュウ		関係者との調整
方針決定 カンケイシャ チョウセイ ホウシン ケッテイ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		南向➂
（上流） ミナミ ムカイ ジョウリュウ		〇		・工場あり
・リニア残土受け入れ予定 コウジョウ ザンド ウ イ ヨテイ

										南向②
（中流） ミナミ ムカイ チュウリュウ				・資産が無いので見送り
・リニア残土受け入れ予定 シサン ナ ミオク ザンド ウ イ ヨテイ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

										南向①
（下流） ミナミ ムカイ カリュウ				・民家はあるが、移転を含む住まい方の工夫を検討 ミンカ イテン フク ス カタ クフウ ケントウ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

										大島 オオシマ				・資産無し、メニュー無し シサン ナ ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		生田 イクタ				・背後地に資産有（工業団地）、優先順位高い シサン ア コウギョウ ダンチ				設計／用地 セッケイ ヨウチ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		山吹 ヤマブキ		〇		・施工中～Ｒ８まで
・高森町のかわまち事業と連携
・国体のカヌー誘致（R9） セコウ チュウ タカモリ マチ ジギョウ レンケイ コクタイ ユウチ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		市田 イチダ				・整備計画上、メニュー無し セイビ ケイカクジョウ ナ		整備計画変更時に追加検討（住まい方の工夫で対応含む） セイビ ケイカク ヘンコウ ドキ ツイカ ケントウ ス カタ クフウ タイオウ フク

								堤防強化 テイボウ キョウカ		伴野 バンノ				・背後地に資産有（家屋、道の駅、保育園等）、優先順位高い ハイゴチ シサン ア カオク ミチ エキ ホイクエン トウ ユウセン ジュンイ タカ				設計／用地 セッケイ ヨウチ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		下久堅 シモヒサカタ				・水神橋上流（左岸）の浸水は骨材プラントのみ、優先度は低い スイジンバシ ジョウリュウ サガン シンスイ コツザイ ユウセンド ヒク		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防整備 テイボウ セイビ		支川
（三峰川） シセン サンホウ カワ				・出水により急速に河床低下 イズミ キュウソク カショウ テイカ

								堤防整備 テイボウ セイビ		支川
（太田切川） シセン オオタギリ カワ				・出水により急速に河床低下 イズミ キュウソク カショウ テイカ

								急流対策 キュウリュウ タイサク		天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ				天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ

								ダム再開発　等		天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ				天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ

								砂防堰堤等の整備 サボウ エンテイ トウ セイビ		天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ				天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ

								公共下水道の整備 コウキョウ ゲスイドウ セイビ		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン

								雨水貯留施設等の整備 ウスイ チョリュウ シセツ トウ セイビ		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン



						被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク		住まい方の工夫に関する取組 ス カタ クフウ カン トリクミ		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン



						被害の軽減、
早期復旧、
復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク		要配慮者利用施設における避難確保計画の作成と訓練の推進		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン

								水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組 スイボウ カツドウ コウリツカ オヨ スイボウ タイセイ キョウカ カン トリクミ		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン
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二次要求の確定値提出時での資料は、
左記表から黒塗り行を削除したものを添付している



流プロのフロー（全体版）



						区　分 ク ブン		対策内容 タイサク ナイヨウ		区　間
（朱書きは短期実施） ク アイダ シュガ タンキ ジッシ		施工中
（R3年） セコウ チュウ ネン		備　考 ビ コウ		工　程 コウ ホド

																短期（R3～R7年） タンキ ネン										中期（R8 ～R14 ） チュウキ														中長期（R15 ～R20 ） チュウ チョウキ

						氾濫をできるだけ防ぐ・減らすため対策		堰の改築 セキ カイチク		伊北地区 イホク チク				・農業用固定堰の撤去を行い、河道掘削と堤防整備等を実施予定
・固定堰の撤去に向けて、長期の地元調整が予想される チョウキ ジモト チョウセイ ヨソウ		代替案の決定
（組合との協議） ダイタイアン ケッテイ クミアイ キョウギ

								河道掘削 カドウ クッサク

								堤防整備
橋梁補強 テイボウ セイビ キョウリョウ ホキョウ		伊那地区 イナ チク		〇		・河道掘削と堤防整備
・予備設計等で大まかな方針を検討する必要あり
・河道掘削のみを先行して実施
・市街地であり用地取得が困難 カドウ クッサク テイボウ セイビ ヨビ セッケイ トウ オオ ホウシン ケントウ ヒツヨウ カドウ クッサク センコウ ジッシ シガイチ ヨウチ シュトク コンナン		設計／用地取得 セッケイ ヨウチ シュトク

								河道掘削 カドウ クッサク







						区　分 ク ブン		対策内容 タイサク ナイヨウ		区　間
（朱書きは短期実施） ク アイダ シュガ タンキ ジッシ		施工中
（R3年） セコウ チュウ ネン		備　考 ビ コウ		工　程 コウ ホド

																短期（R3～R7年） タンキ ネン										中期（R8 ～R14 ） チュウキ														中長期（R15 ～R20 ） チュウ チョウキ

						氾濫をできるだけ防ぐ・減らすため対策		河道掘削 カドウ クッサク		東春近② ヒガシ ハルチカ								設計／用地取得 セッケイ ヨウチ シュトク

								堤防強化 テイボウ キョウカ		東春近① ヒガシ ハルチカ				・開口部
・ほ場整備事業先行 カイコウブ ジョウ セイビ ジギョウ センコウ		地元希望で事業先送り / 開口部で有り優先順位は低い / 住まい方の工夫が必要 ジモト キボウ ジギョウ サキオク カイコウブ ア ユウセン ジュンイ ヒク ヒツヨウ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		西春近 ニシハルチカ				・開口部
・背後地に会社が1件 カイコウブ ハイゴチ カイシャ イッケン		開口部で有り優先順位は低い / 住まい方の工夫が必要 カイコウブ ア ユウセン ジュンイ ヒク

										東伊那 ヒガシイナ				・資産無し シサン ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		宮田 ミヤタ				・橋梁架替（県）に合わせて引堤 キョウリョウ カ カ ケン ア ヒキテイ		長野県
施工 ナガノケン セコウ		用地 ヨウチ

										中沢 ナカサワ				・開口部、資産無し カイコウブ シサン ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

										下平② シモタイラ				・開口部、資産無し カイコウブ シサン ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		下平① シモタイラ				・メニューあり
・家屋数軒あり（浸水時孤立） カオク スウケン シンスイ ジ コリツ				設計／用地取得 セッケイ ヨウチ シュトク

										日曽利 ニッソリ				・人家無し ジンカ ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		飯島③ イイジマ				・砂防事業と連携して実施 サボウ ジギョウ レンケイ ジッシ								設計／用地取得 セッケイ ヨウチ シュトク

								堤防強化 テイボウ キョウカ		飯島② イイジマ				・メニュー無し
・家屋数軒あり ナ カオク スウケン		整備計画変更時に追加検討（住まい方の工夫で対応含む） セイビ ケイカク ヘンコウジ ツイカ ケントウ ス カタ クフウ タイオウ フク

								堤防強化 テイボウ キョウカ		飯島① イイジマ				・メニュー無し
・家屋が数軒あるが、リニア残土による盤上げで、堤防整備での保全は不要となる可能性あり ナ カオク スウケン ザンド バン ア テイボウ セイビ ホゼン フヨウ カノウセイ		整備計画変更時に追加検討（住まい方の工夫で対応含む） セイビ ケイカク ヘンコウジ ツイカ ケントウ ス カタ クフウ タイオウ フク

								堤防強化 テイボウ キョウカ		飯沼 イイヌマ				・メニューあり
・家屋数軒あり
・リニア残土受入予定、保全家屋が移転等の可能性あり カオク スウケン ヨテイ ホゼン カオク イテン トウ カノウセイ		リニア残土の動向を伺う ザンド ドウコウ ウカガ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		小和田 コワダ				・リニア残土受入地
・整備方針を協議中 ザンド ウケイレチ セイビ ホウシン キョウギチュウ		関係者との調整
方針決定 カンケイシャ チョウセイ ホウシン ケッテイ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		南向➂
（上流） ミナミ ムカイ ジョウリュウ		〇		・工場あり
・リニア残土受け入れ予定 コウジョウ ザンド ウ イ ヨテイ

										南向②
（中流） ミナミ ムカイ チュウリュウ				・資産が無いので見送り
・リニア残土受け入れ予定 シサン ナ ミオク ザンド ウ イ ヨテイ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

										南向①
（下流） ミナミ ムカイ カリュウ				・民家はあるが、移転を含む住まい方の工夫を検討 ミンカ イテン フク ス カタ クフウ ケントウ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

														3.22





						区　分 ク ブン		対策内容 タイサク ナイヨウ		区　間
（朱書きは短期実施） ク アイダ シュガ タンキ ジッシ		施工中
（R3年） セコウ チュウ ネン		備　考 ビ コウ		工　程 コウ ホド

																短期（R3～R7年） タンキ ネン										中期（R8 ～R14 ） チュウキ														中長期（R15 ～R20 ） チュウ チョウキ

						氾濫をできるだけ防ぐ・減らすため対策				大島 オオシマ				・資産無し、メニュー無し シサン ナ ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		生田 イクタ				・背後地に資産有（工業団地）、優先順位高い シサン ア コウギョウ ダンチ				設計／用地 セッケイ ヨウチ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		山吹 ヤマブキ		〇		・施工中～Ｒ８まで
・高森町のかわまち事業と連携
・国体のカヌー誘致（R9） セコウ チュウ タカモリ マチ ジギョウ レンケイ コクタイ ユウチ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		市田 イチダ				・整備計画上、メニュー無し セイビ ケイカクジョウ ナ		整備計画変更時に追加検討（住まい方の工夫で対応含む） セイビ ケイカク ヘンコウ ドキ ツイカ ケントウ ス カタ クフウ タイオウ フク

								堤防強化 テイボウ キョウカ		伴野 バンノ				・背後地に資産有（家屋、道の駅、保育園等）、優先順位高い ハイゴチ シサン ア カオク ミチ エキ ホイクエン トウ ユウセン ジュンイ タカ				設計／用地 セッケイ ヨウチ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		下久堅 シモヒサカタ				・水神橋上流（左岸）の浸水は骨材プラントのみであり、優先度は低い。 スイジンバシ ジョウリュウ サガン シンスイ コツザイ ユウセンド ヒク		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防整備 テイボウ セイビ		支川
（三峰川） シセン サンホウ カワ				・出水により急速に河床低下 イズミ キュウソク カショウ テイカ

								堤防整備 テイボウ セイビ		支川
（太田切川） シセン オオタギリ カワ				・出水により急速に河床低下 イズミ キュウソク カショウ テイカ

								急流対策 キュウリュウ タイサク		天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ				天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ

								ダム再開発　等		天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ				天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ

								砂防堰堤等の整備 サボウ エンテイ トウ セイビ		天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ				天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ

								公共下水道の整備 コウキョウ ゲスイドウ セイビ		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン

								雨水貯留施設等の整備 ウスイ チョリュウ シセツ トウ セイビ		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン



						被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク		住まい方の工夫に関する取組 ス カタ クフウ カン トリクミ		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン



						被害の軽減、
早期復旧、
復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク		要配慮者利用施設における避難確保計画の作成と訓練の推進		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン

								水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組 スイボウ カツドウ コウリツカ オヨ スイボウ タイセイ キョウカ カン トリクミ		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン
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×　流プロのフロー（全体版） (2)



						区　分 ク ブン		対策内容 タイサク ナイヨウ		区　間
（朱書きは短期実施） ク アイダ シュガ タンキ ジッシ		施工中
（R3年） セコウ チュウ ネン		備　考 ビ コウ		工　程 コウ ホド

																短期（R3～R7年） タンキ ネン										中期（R8 ～R14 ） チュウキ														中長期（R15 ～R20 ） チュウ チョウキ

						氾濫をできるだけ防ぐ・減らすため対策		堰の改築 セキ カイチク		伊北地区 イホク チク				・農業用固定堰の撤去を行い、河道掘削と堤防整備等を実施予定
・固定堰の撤去に向けて、長期の地元調整が予想される チョウキ ジモト チョウセイ ヨソウ		代替案の決定
（組合との協議） ダイタイアン ケッテイ クミアイ キョウギ

								河道掘削 カドウ クッサク

								堤防整備
橋梁補強 テイボウ セイビ キョウリョウ ホキョウ		伊那地区 イナ チク		〇		・河道掘削と堤防整備、橋梁補強
・予備設計等で大まかな方針を検討する必要あり
・河道掘削のみを先行して実施
・市街地であり用地取得が困難 カドウ クッサク テイボウ セイビ キョウリョウ ホキョウ ヨビ セッケイ トウ オオ ホウシン ケントウ ヒツヨウ カドウ クッサク センコウ ジッシ シガイチ ヨウチ シュトク コンナン		設計 セッケイ

								河道掘削 カドウ クッサク





						区　分 ク ブン		対策内容 タイサク ナイヨウ		区　間
（朱書きは短期実施） ク アイダ シュガ タンキ ジッシ		施工中
（R3年） セコウ チュウ ネン		備　考 ビ コウ		工　程 コウ ホド

																短期（R3～R7年） タンキ ネン										中期（R8 ～R14 ） チュウキ														中長期（R15 ～R20 ） チュウ チョウキ

						氾濫をできるだけ防ぐ・減らすため対策		河道掘削 カドウ クッサク		東春近② ヒガシ ハルチカ								設計 セッケイ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		東春近① ヒガシ ハルチカ				・開口部
・地元難色 カイコウブ ジモト ナンショク		地元難色 / 開口部で有り優先順位は低い / 住まい方の工夫が必要 ジモト ナンショク カイコウブ ア ユウセン ジュンイ ヒク ヒツヨウ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		西春近 ニシハルチカ				・開口部
・背後地に会社が1件 カイコウブ ハイゴチ カイシャ イッケン		開口部で有り優先順位は低い / 住まい方の工夫が必要 カイコウブ ア ユウセン ジュンイ ヒク

										東伊那 ヒガシイナ				・資産無し シサン ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		宮田 ミヤタ				・県の架け替えに合わせて引堤 ケン カ カ ア ヒキテイ		長野県施工 ナガノケン セコウ

										中沢 ナカサワ				・開口部、資産無し カイコウブ シサン ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

										下平② シモタイラ				・開口部、資産無し カイコウブ シサン ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		下平① シモタイラ				・メニューあり
・家屋数軒あり（浸水時孤立） カオク スウケン シンスイ ジ コリツ				設計 セッケイ

										日曽利 ニッソリ				・人家無し ジンカ ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		飯島③ イイジマ				・砂防事業と連携して実施 サボウ ジギョウ レンケイ ジッシ								設計 セッケイ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		飯島② イイジマ				・メニュー無し
・家屋数軒あり ナ カオク スウケン		整備計画変更時に追加検討（住まい方の工夫で対応含む） セイビ ケイカク ヘンコウジ ツイカ ケントウ ス カタ クフウ タイオウ フク

								堤防強化 テイボウ キョウカ		飯島① イイジマ				・メニュー無し
・家屋数軒あり
・リニア残土受入次第で、施工不要の可能性あり ナ カオク スウケン ザンド ウケイレ シダイ セコウ フヨウ カノウセイ		整備計画変更時に追加検討（住まい方の工夫で対応含む） セイビ ケイカク ヘンコウジ ツイカ ケントウ ス カタ クフウ タイオウ フク

								堤防強化 テイボウ キョウカ		飯沼 イイヌマ				・メニューあり
・家屋数軒あり
・リニア残土受入次第で、施工不要の可能性あり カオク スウケン		リニア残土の動向を伺う ザンド ドウコウ ウカガ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		小和田 コワダ				・リニア残土受入地
・整備方針を協議中 ザンド ウケイレチ セイビ ホウシン キョウギチュウ		関係者との調整
方針決定 カンケイシャ チョウセイ ホウシン ケッテイ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		南向② ミナミ ムカイ		〇		・天の中川橋上流のみ実施中
・下流部は、資産が無いので見送り アマ ナカガワバシ ジョウリュウ ジッシ チュウ カリュウブ シサン ナ ミオク

										南向① ミナミ ムカイ				・天の中川橋上流のみ実施中
・下流部は、資産が無いので見送り アマ ナカガワバシ ジョウリュウ ジッシ チュウ カリュウブ シサン ナ ミオク		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ





						区　分 ク ブン		対策内容 タイサク ナイヨウ		区　間
（朱書きは短期実施） ク アイダ シュガ タンキ ジッシ		施工中
（R3年） セコウ チュウ ネン		備　考 ビ コウ		工　程 コウ ホド

																短期（R3～R7年） タンキ ネン										中期（R8 ～R14 ） チュウキ														中長期（R15 ～R20 ） チュウ チョウキ

						氾濫をできるだけ防ぐ・減らすため対策				大島 オオシマ				・資産無し、メニュー無し シサン ナ ナ		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		生田 イクタ				・背後地に資産が有り、優先順位は高い				設計 セッケイ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		山吹 ヤマブキ		〇		・施行中、Ｒ８まで
・高森町のかわまちづくり事業と連携
・国体のカヌーコース セコウチュウ タカモリ マチ ジギョウ レンケイ コクタイ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		市田 イチダ				・整備計画上、メニュー無し セイビ ケイカクジョウ ナ		整備計画変更時に追加検討（住まい方の工夫で対応含む） セイビ ケイカク ヘンコウ ドキ ツイカ ケントウ ス カタ クフウ タイオウ フク

								堤防強化 テイボウ キョウカ		伴野 バンノ				・背後地に資産（道の駅、保育園等）が有り、優先順位は高い ハイゴチ シサン ミチ エキ ホイクエン トウ ア ユウセン ジュンイ タカ				設計 セッケイ

								堤防強化 テイボウ キョウカ		下久堅 シモヒサカタ				・水神橋上流（左岸）の浸水は採石場が有り施工が困難
・資産が無いため優先順位は低い スイジンバシ ジョウリュウ サガン シンスイ サイセキジョウ ア セコウ コンナン シサン ナ ユウセン ジュンイ ヒク		改修不要、氾濫許容 カイシュウ フヨウ ハンラン キョヨウ

								堤防整備 テイボウ セイビ		支川（三峰川） シセン サンホウ カワ				・優先順位は低い ユウセン ジュンイ ヒク

								堤防整備 テイボウ セイビ		支川（太田切川） シセン オオタギリ カワ				・優先順位は低い ユウセン ジュンイ ヒク

								急流対策 キュウリュウ タイサク		天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ				天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ

								ダム再開発　等		天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ				天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ

								砂防堰堤等の整備 サボウ エンテイ トウ セイビ		天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ				天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ

								公共下水道の整備 コウキョウ ゲスイドウ セイビ		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン

								雨水貯留施設等の整備 ウスイ チョリュウ シセツ トウ セイビ		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン



						被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク		住まい方の工夫に関する取組 ス カタ クフウ カン トリクミ		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン



						被害の軽減、
早期復旧、
復興のための対策 ヒガイ ケイゲン ソウキ フッキュウ フッコウ タイサク		要配慮者利用施設における避難確保計画の作成と訓練の推進		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン

								水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組 スイボウ カツドウ コウリツカ オヨ スイボウ タイセイ キョウカ カン トリクミ		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン				流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン
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Sheet3

				左岸 サガン										右岸 ウガン

				地区（区間地区名） チク クカン チクメイ										地区（区間地区名） チク クカン チクメイ

				距離標 キョリヒョウ						区間名 クカンメイ				区間名 クカンメイ		距離標 キョリヒョウ

				208.2		～		213.0		荒神山 コウジンヤマ				新町 シンマチ		207.2		～		213.0

				205.4		～		208.2		中村 ナカムラ				箕輪 ミノワ		202.4		～		207.2

				202.4				205.4		長岡 ナガオカ				木下 キノシタ		198.8		～		202.4

				198.8		～		202.4		福与 フクヨ				南箕輪 ミナミミノワ		195.6		～		198.8

				195.4		～		198.8		野底 ノソコ				西町 ニシマチ		191.6		～		195.6

				191.2		～		195.4		狐島 キツネジマ				西春近 ニシハルチカ		185.2		～		191.6

				185.2		～		191.0		東春近 ヒガシハルチカ				宮田 ミヤダ		183.0		～		185.2

				180.8		～		185.2		東伊那 ヒガシイナ				下平 シモダイラ		176.2		～		182.6

				173.8		～		180.8		中沢 ナカザワ				飯島 イイジマ		169.4		～		176.2

				171.8		～		173.8		日曽利 ヒッソリ				小和田 コワダ		166.0		～		169.4

				166.0		～		171.8		飯沼 イイヌマ				田島 タジマ		161.6		～		166.0

				161.4		～		166.0		南向 ミナカタ				大島 オオシマ		157.4		～		161.6

				157.6		～		161.6		生田 イクタ				山吹 ヤマブキ		153.8		～		157.4

				153.8		～		157.6		河野 カワノ				市田 イチダ		151.0		～		153.8

				151.4		～		153.8		伴野 トモノ				座光寺 ザコウジ		149.6		～		151.0

				147.2		～		151.4		伊久間 イクマ				上郷 カミサト		147.6		～		149.6

				142.8		～		147.2		下久堅 シモヒサカタ				松尾 マツオ		143.0		～		147.6

				143.0		～		142.8		松尾 マツオ				川路 カワジ		139.2		～		143.0

				139.0		～		143.0		龍江 タツエ				天竜峡 テンリュウキョウ		135.6		～		139.2

				135.6		～		139.0		千代 チヨ				下条 シモジョウ		132.0		～		136.4

				130.6		～		135.6		唐笠 カラカサ				早稲田 ワセダ		120.0		～		132.0

				120.0		～		130.6		温田 ヌクタ				天竜 テンリュウ		県境 ケンキョウ		～		120.0

				県境 ケンキョウ		～		120.0		平岡 ヒラオカ





Sheet4





区間名

		区間一覧表 クカン イチランヒョウ

		右岸 ウガン		出張所管理区間 シュッチョウジョ カンリクカン								地区（一連区間） チク イチレンクカン								地区（区間地区名） チク クカン チクメイ

				距離標 キョリヒョウ						区間名 クカンメイ		距離標 キョリヒョウ						区間名 クカンメイ		距離標 キョリヒョウ						区間名 クカンメイ

		上流 ジョウリュウ		213.0		～		189.4		伊那出張所管理 イナシュッチョウジョ カンリ		213.0		～		198.8		V地区　伊北地区　C（一般）　基 チク イホクチク イッパン キ		213.0		～		207.2		新町 シンマチ

																				207.2		～		202.4		箕輪 ミノワ

																				202.4		～		198.8		木下 キノシタ

												198.8		～		191.6		Ⅳ地区　伊那地区　C（一般）　基 チク イナチク イッパン キ		198.8		～		195.6		南箕輪 ミナミミノワ

																				195.6		～		191.6		西町 ニシマチ

												191.6		～		161.6		Ⅲ地区　伊南地区　C（一般）　基 チク イナン チク イッパン キ		191.6		～		185.2		西春近 ニシハルチカ

				189.4		～		157.4		駒ヶ根出張所管理 コマガネ シュッチョウジョ カンリ										185.2		～		183.0		宮田 ミヤダ

																				182.6		～		176.2		下平 シモダイラ

																				176.2		～		169.4		飯島 イイジマ

																				169.4		～		166.0		小和田 コワダ

																				166.0		～		161.6		田島 タジマ

																				161.6		～		157.4		大島 オオシマ

				157.4		～		県境 ケンキョウ		飯田河川出張所管理 イイダカセン シュッチョウジョ カンリ		157.8		～		139.2		Ⅱ地区　飯田地区　C（一般）　基 チク イイダ チク イッパン キ		157.4		～		153.8		山吹 ヤマブキ

																				153.8		～		151.0		市田 イチダ

																				151.0		～		149.6		座光寺 ザコウジ

																				149.6		～		147.6		上郷 カミサト

																				147.6		～		143.0		松尾 マツオ

																				143.0		～		139.2		川路 カワジ

												139.2		～		県境 ケンキョウ		Ⅰ地区　阿南地区　C（一般）　基 チク アナンチク イッパン キ		139.2		～		135.6		天竜峡 テンリュウキョウ

																				136.4		～		132.0		下条 シモジョウ

																				132.0		～		120.0		早稲田 ワセダ

		下流 カリュウ																		120.0		～		県境 ケンキョウ		天竜 テンリュウ

		左岸 サガン		出張所管理区間 シュッチョウジョ カンリクカン								地区（一連区間） チク イチレンクカン								地区（区間地区名） チク クカン チクメイ										地区（区間地区名） チク クカン チクメイ

				距離標 キョリヒョウ						区間名 クカンメイ		距離標 キョリヒョウ						区間名 クカンメイ		距離標 キョリヒョウ						区間名 クカンメイ				区間名 クカンメイ		距離標 キョリヒョウ

		上流 ジョウリュウ		213.0		～		189.4		伊那出張所管理 イナシュッチョウジョ カンリ		213.0		～		198.8		V地区　伊北地区　C（一般）　基 チク イホクチク イッパン キ		208.2		～		213.0		荒神山 コウジンヤマ				新町 シンマチ		207.2		～		213.0

																				205.4		～		208.2		中村 ナカムラ				箕輪 ミノワ		202.4		～		207.2

																				202.4				205.4		長岡 ナガオカ				木下 キノシタ		198.8		～		202.4

																				198.8		～		202.4		福与 フクヨ				南箕輪 ミナミミノワ		195.6		～		198.8

												198.8		～		191.6		Ⅳ地区　伊那地区　C（一般）　基 チク イナチク イッパン キ		195.4		～		198.8		野底 ノソコ				西町 ニシマチ		191.6		～		195.6

																				191.2		～		195.4		狐島 キツネジマ				西春近 ニシハルチカ		185.2		～		191.6

												191.6		～		161.6		Ⅲ地区　伊南地区　C（一般）　基 チク イナン チク イッパン キ		185.2		～		191.0		東春近 ヒガシハルチカ				宮田 ミヤダ		183.0		～		185.2

				189.4		～		157.4		駒ヶ根出張所管理 コマガネ シュッチョウジョ カンリ										180.8		～		185.2		東伊那 ヒガシイナ				下平 シモダイラ		176.2		～		182.6

																				173.8		～		180.8		中沢 ナカザワ				飯島 イイジマ		169.4		～		176.2

																				171.8		～		173.8		日曽利 ヒッソリ				小和田 コワダ		166.0		～		169.4

																				166.0		～		171.8		飯沼 イイヌマ				田島 タジマ		161.6		～		166.0

																				161.4		～		166.0		南向 ミナカタ				大島 オオシマ		157.4		～		161.6

																				157.6		～		161.6		生田 イクタ				山吹 ヤマブキ		153.8		～		157.4

				157.4		～		県境 ケンキョウ		飯田河川出張所管理 イイダカセン シュッチョウジョ カンリ		157.8		～		139.2		Ⅱ地区　飯田地区　C（一般）　基 チク イイダ チク イッパン キ		153.8		～		157.6		河野 カワノ				市田 イチダ		151.0		～		153.8

																				151.4		～		153.8		伴野 トモノ				座光寺 ザコウジ		149.6		～		151.0

																				147.2		～		151.4		伊久間 イクマ				上郷 カミサト		147.6		～		149.6

																				142.8		～		147.2		下久堅 シモヒサカタ				松尾 マツオ		143.0		～		147.6

																				143.0		～		142.8		松尾 マツオ				川路 カワジ		139.2		～		143.0

																				139.0		～		143.0		龍江 タツエ				天竜峡 テンリュウキョウ		135.6		～		139.2

												139.2		～		県境 ケンキョウ		Ⅰ地区　阿南地区　C（一般）　基 チク アナンチク イッパン キ		135.6		～		139.0		千代 チヨ				下条 シモジョウ		132.0		～		136.4

																				130.6		～		135.6		唐笠 カラカサ				早稲田 ワセダ		120.0		～		132.0

																				120.0		～		130.6		温田 ヌクタ				天竜 テンリュウ		県境 ケンキョウ		～		120.0

		下流 カリュウ																		県境 ケンキョウ		～		120.0		平岡 ヒラオカ





流プロのフロー



				区分 クブン		対策内容 タイサク ナイヨウ		区間 クカン		工程 コウテイ

										短期（R3～R7年） タンキ ネン										中期（R8 ～R14 ） チュウキ										中長期（R15 ～R20 ） チュウ チョウキ

				氾濫をできるだけ防ぐ・減らすため対策 ハンラン フセ ヘ タイサク		河道掘削 カドウ クッサク		荒神山 コウジンヤマ

								伊那 イナ

						築堤 チクテイ		宮田 ミヤダ

								下久堅、南向 シモヒサカタ ミナカタ

								小和田、西春近
伊那、荒神山 コワダ ニシハルチカ イナ コウジンヤマ

								伴野 トモノ

								山吹 ヤマブキ

								市田、生田、大島 イチダ イクタ

						堤防強化 テイボウ キョウカ		生田 イクタ

								西春近、松尾
下久堅、河野 マツオ シモヒサカタ カワノ

						樋門・樋管・堰
・床固め 改修 ヒモン ヒカン セキ トコガタメ カイシュウ

						ダム再開発　等

						砂防堰堤等の整備 サボウ エンテイ トウ セイビ		天竜川水系 テンリュウ ガワ スイケイ

						公共下水道の整備 コウキョウ ゲスイドウ セイビ		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン

						雨水貯留施設等の整備 ウスイ チョリュウ シセツ トウ セイビ		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン



				被害対象を減少させるための対策 ヒガイ タイショウ ゲンショウ タイサク		住まい方の工夫に関する取組 ス カタ クフウ カン トリクミ		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン



				被害の軽減、
早期復旧、
復興のための対策 ハンラン フセ ヘ タイサク		要配慮者利用施設における避難確保計画の作成と訓練の推進		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン

						水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組 スイボウ カツドウ コウリツカ オヨ スイボウ タイセイ キョウカ カン トリクミ		流域内市町村 リュウイキ ナイ シチョウソン
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image1.emf

堰の改築


河道掘削


堤防整備


橋梁補強


河道掘削


河道掘削 東春近②


堤防強化 東春近①


・開口部


・ほ場整備事業先行


堤防強化 西春近


・開口部


・背後地に会社が1件


東伊那


・資産無し


堤防強化 宮田


・橋梁架替（県）に合わせて引堤


長野県


施工


用地


中沢


・開口部、資産無し


下平② ・開口部、資産無し


堤防強化 下平①


・メニューあり


・家屋数軒あり（浸水時孤立）


日曽利 ・人家無し


堤防強化 飯島③ ・砂防事業と連携して実施


堤防強化 飯島②


・メニュー無し


・家屋数軒あり


堤防強化 飯島①


・メニュー無し


・家屋が数軒ある


堤防強化 飯沼


・メニューあり


・家屋数軒あり


堤防強化 小和田


・リニア残土受入地


・整備方針を協議中


堤防強化


南向➂


（上流）


〇


・工場あり


・リニア残土受け入れ予定


南向②


（中流）


・資産が無いので見送り


・リニア残土受け入れ予定


南向①


（下流）


・民家はあるが、移転を含む住まい方の工夫を検討


大島 ・資産無し、メニュー無し


堤防強化 生田 ・背後地に資産有（工業団地）、優先順位高い


堤防強化 山吹


〇


・施工中～Ｒ８まで


・高森町のかわまち事業と連携


堤防強化 市田 ・整備計画上、メニュー無し


堤防強化 伴野


・背後地に資産有（家屋、道の駅、保育園等）、優先順位


高い


堤防強化 下久堅


・水神橋上流（左岸）の浸水は骨材プラントのみ、優先度


は低い


堤防整備


支川


（三峰川）


・出水により急速に河床低下


堤防整備


支川


（太田切川）


・出水により急速に河床低下


急流対策 天竜川水系 天竜川水系


ダム再開発　等 天竜川水系 天竜川水系


砂防堰堤等の整備 天竜川水系 天竜川水系


公共下水道の整備 流域内市町村 流域内市町村


雨水貯留施設等の整備 流域内市町村 流域内市町村


氾濫をでき


るだけ防


ぐ・減らす


ため対策


改修不要、氾濫許容


設計／用地


整備計画変更時に追加検討（住まい方の工夫で対応含む）


設計／用地


改修不要、氾濫許容


整備計画変更時に追加検討（住まい方の工夫で対応含む）


整備計画変更時に追加検討（住まい方の工夫で対応含む）


リニア残土による盤上げで、堤防整備での保全は不要となる可能性あり


リニア残土の動向を伺う(リニア残土受入予定、保全家屋が移転等の可能性あり)


関係者との調整


方針決定


改修不要、氾濫許容


改修不要、氾濫許容


設計／用地取得


地元希望で事業先送り / 開口部で有り優先順位は低い / 住まい方の工夫が必要


開口部で有り優先順位は低い / 住まい方の工夫が必要


改修不要、氾濫許容


改修不要、氾濫許容


改修不要、氾濫許容


設計／用地取得


改修不要、氾濫許容


設計／用地取得


伊北地区


・農業用固定堰の撤去を行い、河道掘削と堤防整備等を実


施予定


・固定堰の撤去に向けて、長期の地元調整が予想される


代替案の決定


（組合との協議）





伊那地区 〇


・河道掘削と堤防整備


・予備設計等で大まかな方針を検討する必要あり


・河道掘削のみを先行して実施


・市街地であり用地取得が困難


設計／用地取得


区　分 対策内容


区　間


（朱書きは短期実施）


施工中


（R3年）


備　考


工　程


短期（R3～R7年） 中期（R8 ～R14 ） 中長期（R15 ～R20 ） R3


河道掘削


堤防整備


河道掘削


堰撤去


代替案の設計、施工
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